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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内機側制御部（２０）を有する室内機（２）と、
　室外機側制御部（６０）を有しており、前記室内機（２）から電力の供給を受けて作動
する室外機（６）と、
を備え、
　前記室内機側制御部（２０）は、前記室内機へ最初に通電を開始した時からの積算運転
時間を記憶する室内記憶部（２１）と接続されており、前記積算運転時間を前記室外機側
制御部（６０）へと送り、
　前記室外機側制御部（６０）は、不揮発性の室外記憶部（６１）と接続されており、前
記室外機において異常が発生した時の前記積算運転時間を前記室外記憶部（６１）に記憶
させる、
空気調和機。
【請求項２】
前記室内記憶部（２１）は、不揮発性である、
請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
前記室外機側制御部（６０）は、前記室外機で異常が発生した時に、異常発生の通知を前
記室内機側制御部（２０）へ送る、
請求項１又は２に記載の空気調和機。
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【請求項４】
前記室内機側制御部（２０）は、前記室外機で異常が発生した時に、前記異常が室内機へ
の通電開始後初めてのものか否かについての情報を前記室外機側制御部（６０）へと送る
、
請求項３に記載の空気調和機。
【請求項５】
前記室外機側制御部（６０）は、前記室内機（２）から電力の供給を受けて前記室外機側
制御部（６０）が作動している間、前記室外機（６）で異常が発生した後は、前記室内機
（２）への通電開始後初めての異常が既に発生しているという情報を認識しておく、
請求項４に記載の空気調和機。
【請求項６】
前記室外機側制御部（６０）は、前記室外機（６）で異常が発生した後は、前記室内機（
２）への通電開始後初めての異常が既に発生しているという情報を前記室外記憶部（６１
）に記憶させる、
請求項４に記載の空気調和機。
【請求項７】
前記室外機側制御部（６０）は、前記室外機で発生した異常が通電開始後初めてのものか
否かについての情報を前記室外記憶部（６１）に記憶させる、
請求項４から６のいずれかに記載の空気調和機。
【請求項８】
前記室外機側制御部（６０）は、前記室外機で異常が発生した時に、前記室外機の異常発
生時における運転情報を前記室外記憶部（６１）に記憶させる、
請求項１から７に記載の空気調和機。
【請求項９】
　室内機側制御部（２０）を有する室内機（２）と、
　室外機側制御部（６０）を有しており、前記室内機（２）から電力の供給を受けて作動
する室外機（６）と、
を備え、
　前記室内機側制御部（２０）は、前記室内機へ最初に通電を開始した時からの積算運転
時間を記憶する室内記憶部（２１）と接続されており、前記室外機側制御部（６０）から
通知される異常発生の通知を前記室外機で異常が発生した時に受け取り、前記受け取り時
の前記積算運転時間を前記室内記憶部（２１）に記憶させる、
空気調和機。
【請求項１０】
前記室内記憶部（２１）は、不揮発性である、
請求項９に記載の空気調和機。
【請求項１１】
前記室内機側制御部（２０）は、前記室外機で発生した異常が前記室内機への通電開始後
初めてのものか否かについての情報を前記室内記憶部（２１）に記憶させる、
請求項１０に記載の空気調和機。
【請求項１２】
前記室内機側制御部（２０）は、前記室外機の異常発生時における運転情報を前記室外機
側制御部（６０）から受け取り、前記室内記憶部（２１）に記憶させる、
請求項９から１１のいずれかに記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、空気調和機、特に、室内機側制御部を有する室内機と、室外機側制御部を有し
ており室内機から電力の供給を受けて作動する室外機とを備える空気調和機に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
従来の空気調和機では、室外機で発生した異常原因を特定するために、室外機の各部の運
転状態情報を一定時間経過するごとにＥＥＰＲＯＭ等の記憶装置に記憶させることにより
運転状態の履歴を保存している。そして、実際に異常が発生した場合には、記憶装置に残
された異常発生に至るまでの運転状態の履歴を調べることにより異常原因を特定し、異常
が発生した具体的な装置を見つけだす等している（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
また、一般的な空気調和機では、室内機の電源プラグを電源コンセントに差し込んで電力
の供給は室内機に対してなされており、室外機には室内機を介することにより電力の供給
がなされている。そして、一度設置された室内機の電源プラグは通常抜かれることがない
ため、室内機は常時電力が供給されている状態にある。ところが、空気調和機の運転停止
時に省電力を行う場合や室外機の圧縮機を暖めておく必要がないほど外気温が高い場合等
に、室内機から室外機への電力の供給は停止されることがある。
【０００４】
【特許文献１】
特開平１１－８３１３４号公報　（第２－４頁、第１図）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述のとおり、室内機から室外機への電力供給が途切れてしまうことがあるため、通常の
室外機では、室内機へ通電を開始してからの時間経過については認識することができない
。そこで、室内機から室外機への電力供給が途切れてしまうことがあっても、室内機へ通
電を開始してからの時間経過を測定・記憶することができるバッテリーバックアップ等の
機能を有する記憶装置を室外機に新たに設け、異常発生の情報と共に記憶させることによ
り、異常原因の特定作業に役立てるということが行われている。しかし、このような機能
を搭載した室外機は前述の記憶装置に比べて非常にコストがかかってしまう。また、室内
機へ通電を開始してからの時間経過について記憶させる情報量が多い場合には、記憶部自
体の寿命を縮めてしまい短期間で取り替える必要が生ずるのでよりいっそう高コストとな
り実現困難である。
【０００６】
本発明の課題は、室外機で発生した異常の原因を特定することが容易にでき且つ安価な空
気調和機を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に係る空気調和機は、室内機と、室外機とを備えている。室内機は、室内機側
制御部を有している。室外機は、室外機側制御部を有しており、室内機から電力の供給を
受けて作動する。室内機側制御部は、室内機へ最初に通電を開始した時からの積算運転時
間を記憶する室内記憶部と接続されており、積算運転時間を室外機側制御部へと送る。室
内機へ最初に通電を開始した時とは、室内機が設置されて最初に電力が供給され始めた時
を意味する。室外機側制御部は、不揮発性の室外記憶部と接続されており、室外機におい
て異常が発生した時の積算運転時間を室外記憶部に記憶させる。
【０００８】
室内機側制御部では、積算運転時間をカウントするごとに積算運転時間の値を室内記憶部
に記憶させていく。これにより、室内記憶部には、次々と更新された積算運転時間が記憶
される。
積算運転時間と異常原因との間には、例えば、積算運転時間が５分程度で発生しやすい異
常原因Ａ，６ヶ月程度で発生しやすい異常原因Ｂ等のように異常原因と積算運転時間との
間に関連がある場合がある。ここでは、室外機側制御部は、室外機において異常が発生し
た時に積算運転時間を室外記憶部に記憶させているので、発生した異常が、どれだけの積
算運転時間が経過して発生したものなのかが分かる。したがって、後にする異常原因の特
定作業において積算運転時間に関連のある異常原因を考慮できるため発生した異常の原因
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を容易に特定することができるようになる。
【０００９】
また、室内機側制御部は、室内機への通電開始からの積算運転時間を室内記憶部に記憶し
て室外機側制御部へと送っている。したがって、室外機側制御部では、電力の供給が途切
れた場合であっても、時間の経過を記憶できるバッテリーバックアップ機能付きの記憶装
置等のような高価な装置を設けることなく積算運転時間の把握ができる。このため、室外
機を安価にすることができる。
【００１０】
以上により、室外機で発生した異常の原因を特定することが容易にでき且つ安価な空気調
和機を実現することができる。
請求項２に係る空気調和機は、請求項１に記載の空気調和機であって、室内記憶部は、不
揮発性である。
ここでは、室内記憶部は、室内機への通電開始からの積算運転時間を記憶していくが、室
内機への電力の供給が途切れてしまった場合に記憶内容が消えてしまうような記憶部では
電力の供給が途切れる前までの記憶内容が反映されない。
【００１１】
しかし、請求項２の空気調和機では、室内記憶部は、不揮発性である。このため、室内機
への電力の供給が途切れたとしても、電力の供給が途切れた時までの積算運転時間を記憶
しておき、電力の供給が再開された場合には記憶している積算運転時間からカウントを再
開させることができるようになる。
請求項３に係る空気調和機は、請求項１又は２に記載の空気調和機であって、室外機側制
御部は、室外機で異常が発生した時に、異常発生の通知を室内機側制御部へ送る。
【００１２】
ここでは、室外機で異常が発生した時に異常発生の通知を室内機側制御部が室外機側制御
部から受け取るので、室内機側制御部においては、室外機で異常が発生する毎に異常発生
時を認識できるようになる。このため、室外機で異常が発生した際の異常発生の通知を室
内機側制御部において受け取ることで、発生した異常が室内機に電力が供給されはじめて
から初回に起こった異常であるか否かを室内機側制御部において認識することができるよ
うになる。
【００１３】
請求項４に係る空気調和機は、請求項３に記載の空気調和機であって、室内機側制御部は
、室外機で異常が発生した時に、異常が室内機への通電開始後初めてのものか否かについ
ての情報を室外機側制御部へと送る。
室内機への通電開始とは、室内機に電力が供給され始めた時を意味し、一度電力の供給が
途切れた場合はその後再び室内機に電力が供給され始めた時を意味する。
【００１４】
ここでは、発生した異常が室内機への通電開始後初めてのものか否かについての情報は室
内機側制御部だけが認識している。したがって、この情報を室外機側制御部へと送ること
により、室外機側制御部においても、発生した異常が室内機への通電開始後初めてのもの
か否かを認識することができるようになる。
請求項５に係る空気調和機は、請求項４に記載の空気調和機であって、室外機側制御部は
、室内機から電力の供給を受けて室外機側制御部が作動している間、室外機で異常が発生
した後は、室内機への通電開始後初めての異常が既に発生しているという情報を認識して
おく。
【００１５】
ここでは、室内機側制御部が室外機側制御部に対して室内機への通電開始後初めての異常
か否かについての情報を知らせるとともに、室外機側制御部は、独自に室内機への通電開
始後初めての異常が既に発生しているという情報を認識している。また、室外機側制御部
は室内機から電力の供給を受けている間は作動することができるので、室外機側制御部は
、室内機から電力の供給を受けている間だけ、室内機への通電開始後初めての異常が既に
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発生しているという情報を認識しおくことができる。したがって、室内機側制御部と室外
機側制御部とが連携して異常履歴を記憶している場合において時間間隔の短い連続した異
常が発生した場合であっても、室内機側制御部と室外機側制御部との間の伝送の遅れによ
り室内機への通電開始後初めての異常は未だ生じていないという誤った情報を記憶させて
しまうことを抑えることができる。
【００１６】
請求項６に係る空気調和機は、請求項４に記載の空気調和機であって、室外機側制御部は
、室外機で異常が発生した後は、室内機への通電開始後初めての異常が既に発生している
という情報を室外記憶部に記憶させる。
ここでは、室内機側制御部が室外機側制御部に対して室内機への通電開始後初めての異常
か否かについての情報を知らせるとともに、室外機側制御部は、独自に室外側記憶部に室
内機への通電開始後初めての異常が既に発生しているという情報を記憶させている。この
ため、室外機側制御部は、室外記憶部に異常の情報を記憶させる際に、この室外機に記憶
された室内機への通電開始後初めての異常が既に発生しているという情報に基づいて行う
ことができる。したがって、室内機側制御部と室外機側制御部とが連携して異常履歴を記
憶している場合において、室内機側制御部と室外機側制御部との間の伝送の遅れにより室
内機への通電開始後初めての異常は未だ生じていないという誤った情報を記憶させてしま
うことを抑えることができる。
【００１７】
請求項７に係る空気調和機は、請求項４から６のいずれかに記載の空気調和機であって、
室外機側制御部は、室外機で発生した異常が通電開始後初めてのものか否かについての情
報を室外記憶部に記憶させる。
ここでは、室外機側制御部は発生した異常の原因を特定するために異常発生時の積算運転
時間を室外記憶部に記憶させているが、異常が発生する原因は多様であるために、異常発
生時の積算運転時間が分かっていても異常原因を特定することが困難な場合がある。
【００１８】
しかし、請求項７の空気調和機では、室外機側制御部は、室外機で発生した異常が室内機
への通電開始後初めてのものか否かについての情報を、室外記憶部に記憶させている。し
たがって、後にする異常原因の特定作業において、考えられる多様な異常原因の中から、
室内機への通電開始後初めて発生する異常に関連のある異常原因に絞り込むことができる
。したがって、異常原因の特定をさらに容易に行うことができるようになる。
【００１９】
請求項８に係る空気調和機は、請求項１から７に記載の空気調和機であって、室外機側制
御部は、室外機で異常が発生した時に、室外機の異常発生時における運転情報を室外記憶
部に記憶させる。
室外機の異常発生時における運転情報とは、室外機の異常発生時における運転状態に関す
る各種情報であり、例えば、室外機の圧縮機の吐出管温度や、圧縮機、室内ファンモータ
および室外ファンモータに加えられる電流の測定や、圧縮機が吸引あるいは吐出する冷媒
の圧力や、空気調和機の設置される環境の温度あるいは湿度等である。
【００２０】
　ここでは、室外記憶部に室外機の異常発生時における運転情報を記憶させておくことで
、異常発生時の室外機各部の値と標準運転時の室外機各部の値とを比較する等して異常発
生部分を見つけだし易くなる。このため、後にする異常原因の特定をさらに容易に行うこ
とができるようになる。
　請求項９に係る空気調和機は、室内機と、室外機とを備えている。室内機は、室内機側
制御部を有する。室外機は、室外機側制御部を有しており、室内機から電力の供給を受け
て作動する。室内機側制御部は、室内機へ最初に通電を開始した時からの積算運転時間を
記憶する室内記憶部と接続されており、室外機で異常が発生した時に室外機側制御部から
通知される異常発生の通知を受け取り、受け取り時の積算運転時間を室内記憶部に記憶さ
せる。
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【００２１】
室内機へ最初に通電を開始した時とは、室内機が設置されて最初に電力が供給され始めた
時を意味する。
室内機側制御部では、積算運転時間をカウントするごとに積算運転時間の値を室内記憶部
に記憶させていく。これにより、室内記憶部には、次々と更新された積算運転時間が記憶
される。
【００２２】
積算運転時間と異常原因との間には、例えば、積算運転時間が５分程度で発生しやすい異
常原因Ａ，６ヶ月程度で発生しやすい異常原因Ｂ等のように異常原因と積算運転時間との
間に関連がある場合がある。ここでは、室内機側制御部は、室外機で異常が発生した時に
室外機側制御部から通知される異常発生の通知を受け取り、受け取り時に積算運転時間を
室内記憶部に記憶させているので、発生した異常が、どれだけの積算運転時間が経過して
発生したものなのかが分かる。したがって、後にする異常原因の特定作業において積算運
転時間に関連のある異常原因を考慮でき、発生した異常の原因を容易に特定することがで
きるようになる。
【００２３】
また、室内機側制御部では、室内機への通電開始からの積算運転時間とを室内記憶部に記
憶し、室外機で異常が発生した時に室外機側制御部から通知される異常発生の通知を受け
取り、受け取り時に積算運転時間を室内記憶部に記憶させている。したがって、電力の供
給が途切れることがある室外機の室外機側制御部においてでも、時間の経過を記憶できる
バッテリーバックアップ機能付きの記憶装置等のような高価な装置を設ける必要や、積算
運転時間を室内機側制御部から受け取り記憶をするための記憶装置等の容量を確保する必
要をなくすることができる。このため、室外機を安価にすることができる。
【００２４】
以上により、室外機で発生した異常の原因を特定することが容易にでき且つより安価な空
気調和機を実現することができる。
請求項１０に係る空気調和機は、請求項９に記載の空気調和機であって、室内記憶部は、
不揮発性である。
ここでは、室内記憶部は、室内機への通電開始からの積算運転時間を記憶していくが、室
内機への電力の供給が途切れてしまった場合に記憶内容が消えてしまうような記憶部では
電力の供給が途切れる前までの記憶内容が反映されない。
【００２５】
しかし、請求項１０の空気調和機では、室内記憶部は、不揮発性である。このため、室内
機への電力の供給が途切れたとしても電力の供給が途切れた時までの積算運転時間を記憶
しておき、電力の供給が再開された場合には記憶している積算運転時間からカウントを再
開させることができるようになる。
請求項１１に係る空気調和機は、請求項１０に記載の空気調和機であって、室内機側制御
部は、室外機で発生した異常が室内機への通電開始後初めてのものか否かについての情報
を室内記憶部に記憶させる。
【００２６】
ここでは、室内機側制御部は発生した異常の原因を特定するために異常発生時の積算運転
時間を室内記憶部に記憶させているが、異常が発生する原因は多様であり異常発生時の積
算運転時間が分かっていても異常原因を特定することが困難な場合がある。
しかし、請求項１１の空気調和機では、室内機側制御部は、室外機で発生した異常が室内
機への通電開始後初めてのものか否かについての情報を、室内記憶部に記憶させている。
したがって、後にする異常原因の特定作業において、考えられる多様な異常原因の中から
室内機への通電開始後初めて発生する異常に関連のある異常原因に絞り込むことができる
。したがって、異常原因の特定をさらに容易に行うことができるようになる。
【００２７】
請求項１２に係る空気調和機は、請求項９から１１のいずれかに記載の空気調和機であっ
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て、室内機側制御部は、室外機の異常発生時における運転情報を室外機側制御部から受け
取り、室内記憶部に記憶させる。
室外機の異常発生時における運転情報とは、室外機の異常発生時における運転状態に関す
る各種情報であり、例えば、室外機の圧縮機の吐出管温度や、圧縮機、室内ファンモータ
および室外ファンモータに加えられる電流の測定や、圧縮機が吸引あるいは吐出する冷媒
の圧力や、空気調和機の設置される環境の温度あるいは湿度等である。
【００２８】
ここでは、室内記憶部に室外機の異常発生時における運転情報を記憶させておくことで、
異常発生時の室外機各部の値と標準運転時の室外機各部の値とを比較する等して異常発生
部分を見つけだし易くなる。このため、後にする異常原因の特定をさらに容易に行うこと
ができるようになる。
【００２９】
【発明の実施の形態】
＜空気調和機の外観＞
本発明の一実施形態が採用される空気調和機の外観を図１に示す。
この空気調和機１は、室内の壁面などに取り付けられる室内機２と、室外に設置される室
外機６とを備えている。室内機２は、室内機２の電源プラグを電気コンセントに差し込む
ことにより電気配線に接続される。これにより、室内機２に、電力が供給されている。さ
らに、室外機６は、室内機２と電気的に接続されており、室内機２から電力の供給を受け
ている。
【００３０】
また、図２で示すように、室内機２および室外機６の各熱交換器２７，６９は、冷媒配管
７を介して接続されることにより冷媒回路を構成している。そして、室内機２は室内機側
制御部２０を有しており、室外機６は室外機側制御部６０を有している（図３参照）。こ
の室内機側制御部２０と室外機側制御部６０とが通信ライン４９で接続され、互いに情報
の送受信を行うことができるようになっている。
【００３１】
＜冷媒回路の概略構成＞
空気調和機１で用いられる冷媒回路の一例を、図２に示す。
［室内機の構成］
室内機２には、室内熱交換器２７が設けられている。この室内熱交換器２７は、長さ方向
両端で複数回折り返されてなる伝熱管と、伝熱管が挿通される複数のフィンとからなり、
接触する空気との間で熱交換を行う。また、室内機２内には、クロスフローファン２８と
、クロスフローファン２８を回転駆動する室内ファンモータ２９とが設けられている。ク
ロスフローファン２８は、円筒形状に構成され、周面には回転軸方向に羽根が設けられて
おり、回転軸と交わる方向に空気流を生成する。このクロスフローファン２８は、室内空
気を室内機２内に吸い込ませるとともに、室内熱交換器２７を流れる冷媒との間で熱交換
を行った後の空気を室内に吹き出させる。
【００３２】
［室外機の構成］
室外機６には、圧縮機６７と、圧縮機６７の吐出側に接続される四路切換弁６８と、圧縮
機６７の吸入側に接続されるアキュムレータ６７ａと、四路切換弁６８に接続された室外
熱交換器６９と、室外熱交換器６９に接続された電動弁７０とが設けられている。電動弁
７０は、フィルタ７４および液閉鎖弁７５を介して冷媒配管７ａに接続されており、この
冷媒配管７ａを介して室内熱交換器２７の一端と接続される。また、四路切換弁６８は、
ガス閉鎖弁７１を介して冷媒配管７ｂに接続されており、この冷媒配管７ｂを介して室内
熱交換器２７の他端と接続されている。また、室外機６には、室外熱交換器６９での熱交
換後の空気を外部に排出するための送風ファン７２が設けられている。この送風ファン７
２は、室外ファンモータ７３によって回転駆動される。
【００３３】
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＜制御ブロック図＞
室内機２と室外機６のシステム概略図を図３に、室内機２の制御ブロック図、室外機６の
制御ブロック図を図４および図５に示す。
［室内機側制御部の構成］
室内機側制御部２０の構成を示すブロック図を図４に示す。
【００３４】
室内機側制御部２０は、室内機２の内部に設置されている。室内機側制御部２０はマイク
ロプロセッサで構成されており、この室内機の運転時における制御プログラムが格納され
る室内ＲＯＭ２２および運転中における各種パラメータなどが一時的に格納される室内Ｒ
ＡＭ２３が接続されている。なお、室内機側制御部２０、室内ＲＯＭ２２および室内ＲＡ
Ｍ２３をワンチップマイコンとして構成することも可能である。
【００３５】
また、各機種毎に設定される制御定数を格納する室内ＥＥＰＲＯＭからなる室内記憶部２
１が、室内機側制御部２０に接続されている。この室内記憶部は、書き換え可能な不揮発
性メモリであって、その空気調和機の機種に応じたファンの風量設定、インバータの周波
数制御、保護制御のための温度設定値などの制御定数が格納される。
【００３６】
なお、この室内記憶部２１は、異常発生の種類別のコードに関する各種データや消費電力
等の情報についても格納可能であり、特に、異常が発生した機器の情報や発生した異常が
室内機への通電開始後初めてか否かについての情報や積算運転時間の情報を格納すること
ができる。室内記憶部２１内にこれらの情報が格納される領域は、全領域の一部が割り当
てられており、例えば、２つの異常発生情報を格納するための領域が確保される。
【００３７】
また、室内記憶部２１への書き込みを許可または禁止するための上書規制部２４が、室内
記憶部２１に接続されている。この上書規制部２４は、室内機側制御部２０が室内記憶部
２１に異常発生情報を格納することを許可または禁止するものである。
また、リモコンとの間でデータの送受信を行うための赤外線送受信部３０が室内機側制御
部２０に接続されている。この赤外線送受信部３０は、リモコンからのデータを受信する
ための赤外線受信素子とリモコンへのデータを送信するためのデータ送信用ＬＥＤなどで
構成されている。
【００３８】
さらに、運転状態や室内外の温度、湿度などの情報を表示するためのＬＥＤなどで構成さ
れる表示素子３１が室内機側制御部２０に接続されている。表示素子３１は、例えば、図
１に示す空気調和機１の外観図において、表示部３２に設けられる各種ＬＥＤなどの表示
素子とすることができる。
また、設定温度変更、運転モード切替、その他の指示入力がリモコンからあった場合や各
種警告時に発音するためのブザー３３が室内機側制御部２０に接続されている。
【００３９】
この室内機側制御部２０は内外伝送路を介して室外機側制御部６０と接続されてデータの
送受信を行っており、室内機側制御部２０には、この内外伝送路に接続される内外伝送路
用インターフェイス３４が接続されている。これにより、室内機側制御部２０は、室外機
側制御部６０との間でデータの送受信が可能となっている。
【００４０】
さらに、他の入出力部３５が室内機側制御部２０に接続されている。
室内機側制御部２０は、室内熱交サーミスタ３６、室温センサ３７などの各種センサが接
続されており、各センサの検出信号が入力される。
また、室内機側制御部２０は、室内ファンモータ２９を駆動する室内ファンモータ駆動部
３８や風向調整用ルーバを動かすスイングモータ駆動部３９などの各部の駆動部に接続さ
れており、各部に対して制御信号を供給することによって運転中の各部の制御を行うよう
に構成されている。
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【００４１】
さらに、室内機側制御部２０は、メインリレー４０のオン・オフ制御を行うためのメイン
リレー作動部４１と接続されている。
室内機側制御部２０は、室内記憶部２１、室内ＲＯＭ２２、室内ＲＡＭ２３、上書規制部
２４等と共に室内プリント基板４２上に搭載され、室内機２内の室内電装品ボックス４３
に収納されている（図６参照）。室内電装品ボックス４３は、室内機２内に着脱可能に取
り付けられており、異常発生時にこの室内電装品ボックス４３のみを回収して調査を行う
ことが可能となっている。また、室内電装品ボックス４３内の少なくとも室内記憶部２１
を搭載する室内プリント基板４２のみを回収可能な構成とすることもできる。
【００４２】
［室外機側制御部の構成］
室外機側制御部６０は、室外機６の内部に設置されている。室外機側制御部６０はマイク
ロプロセッサで構成されており、この室外機の運転時における制御プログラムが格納され
る室外ＲＯＭ６２および運転中における各種パラメータなどが一時的に格納される室外Ｒ
ＡＭ６３が接続されている。なお、室外機側制御部６０、室外ＲＯＭ６２および室外ＲＡ
Ｍ６３をワンチップマイコンとして構成することも可能である。
【００４３】
また、室外機側制御部６０には、電気的にデータ書き換えが可能な室外ＥＥＰＲＯＭから
なる室外記憶部６１が接続されている。この室外記憶部６１は、装置の異常発生時におけ
る運転状態に関する各種データの複数回分を格納することができ、特に、異常発生の種類
別のコード、積算運転時間、発生した異常は室内機への通電開始後初めてのものか否かの
情報、異常発生時の装置の各部の運転状態、環境情報などを含む異常発生情報を格納する
ことが可能となっている。室外記憶部６１内の異常発生情報が格納される領域は、全領域
の一部が割り当てられており、たとえば、２つの異常発生情報を格納するための領域が確
保される。
【００４４】
室外記憶部６１への書き込みを許可または禁止するための上書規制部６４が、室外記憶部
６１に接続されている。この上書規制部６４は、室外機側制御部６０が室外記憶部６１に
異常発生情報を格納することを許可または禁止するものである。
この室内機側制御部６０は内外伝送路を介して室内機側制御部２０と接続されてデータの
送受信を行っており、室外機側制御部６０には、この内外伝送路に接続される内外伝送路
用インターフェイス３４が接続されている。これにより、室外機側制御部６０は、室内機
側制御部２０との間でデータの送受信が可能となっている。
【００４５】
室外機側制御部６０には、さらに、外気温度を検出するための外気サーミスタ７６、室外
熱交換器６９内の冷媒の蒸発温度または凝縮温度を検出する室外熱交サーミスタ７７、圧
縮機６７の吐出管温度を検出する吐出管サーミスタ７８、圧縮機６７の圧力保護を行うた
めの吐出側圧力保護スイッチ８０などのセンサ類が接続され、各センサの検出信号が入力
される。
【００４６】
また、室外機側制御部６０は、圧縮機６７を駆動するための圧縮機駆動部８１、四路切換
弁６８を駆動するための四路切換弁駆動部８２、電動弁７０を駆動する電動弁駆動部８３
、室外ファンモータ７３を駆動する室外ファンモータ駆動部８４などと接続されており、
各部に制御信号を供給することによって運転中の各部の制御を行うように構成されている
。
【００４７】
室外機側制御部６０は、室外記憶部６１、室外ＲＯＭ６２、室外ＲＡＭ６３、上書規制部
６４等と共に室外プリント基板８５上に搭載されている。また、圧縮機駆動部８１および
室外ファンモータ駆動部８４は、室外機側制御部６０が搭載される室外プリント基板８５
と同一または異なる複数のプリント基板上に搭載されており、室外機６内の室外電装品ボ
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ックス８６に収納されている。
【００４８】
室外電装品ボックス８６内には、センサおよびスイッチ類用のコネクタ、電動弁用コネク
タ、四路弁用コネクタ、圧縮機用コネクタ、サーミスタ用コネクタなどを備えており、こ
れらのコネクタを介して室外機６内に配置されている各部と接続されている。また、室外
電装品ボックス８６内には、上述の内外伝送路用インターフェイス３４や電源受電用コネ
クタなどを備えており、それぞれ室内機２と接続される。電装品ボックス内に配置される
各コネクタは、室外機側制御部６０、圧縮機駆動部８１、室外ファンモータ駆動部８４な
どを搭載する室外プリント基板８５上にマウントすることも可能であり、また、室外電装
品ボックス８６の内壁に取り付けられ、ハーネスにより室外プリント基板８５上の端子に
接続される構成とすることもできる。室外電装品ボックス８６は、室外機６内に着脱可能
に取り付けられており、異常発生時にこの室外電装品ボックス８６のみを回収して調査を
行うことが可能となっている。また、室外電装品ボックス８６内の少なくとも室外記憶部
６１を搭載する室外プリント基板８５のみを回収可能な構成とすることもできる。
【００４９】
＜電気配線図＞
室内機２および室外機６の電気配線図の概略を図６に示す。
室内機２は電源ポート４４，４５および通信ポート４６を備えており、室外機６は電源ポ
ート８７，８８および通信ポート８９を備えている。室内機２の電源ポート４４，４５と
室外機６の電源ポート８７，８８はそれぞれ給電ライン４７，４８によって接続されてお
り、室内機２の通信ポート４６と室外機６の通信ポート８９は通信ライン４９によって接
続されている。
【００５０】
室内機２は、商用電源に接続される電源プラグ５０を備える電源ケーブル５１を備えてお
り、この電源ケーブル５１を介して電力供給される。電源ケーブル５１からの供給電力は
、室内機側制御部２０等の回路部品を搭載する室内プリント基板４２に入力される。室内
プリント基板４２には、室内機側制御部２０、室内記憶部２１、室内ＲＯＭ２２、室内Ｒ
ＡＭ２３、各種インターフェイス３４などが実装されており、室内ファンモータ２９を駆
動するための室内ファンモータ駆動部３８や風向調整用ルーバを動かすスイングモータ駆
動部３９などが構成されている。室内ファンモータ２９およびスイングモータ５２がそれ
ぞれ室内プリント基板４２の対応位置に接続されている。
【００５１】
また、室内機２内の給電ライン４８には、電源ポート４４，４５への電力の供給を遮断す
るためのメインリレー４０が設けられている。このメインリレー４０を遮断することによ
って室外機６への電力の供給を停止することが可能となっている。
室外機６には、電源ポート８７，８８および通信ポート８９と接続される室外プリント基
板８５が配置されている。この室外プリント基板８５には、室外機側制御部６０、室外記
憶部６１、室外ＲＯＭ６２、室外ＲＡＭ６３、各種インターフェイス３４等が実装されて
おり、室外ファンモータ７３を駆動する室外ファンモータ駆動部８４、四路切換弁６８を
駆動する四路切換弁駆動部８２、電動弁７０を駆動する電動弁駆動部８３等を備えている
。室外ファンモータ７３、四路切換弁６８および電動弁７０がそれぞれ室外プリント基板
８５の対応位置に接続されている。
【００５２】
また、室外プリント基板８５上には電源ポート８７，８８から供給される電源電圧を整流
する整流部９０および空調指令に基づいて圧縮機６７を駆動するインバータ回路９１など
が構成されている。インバータ回路９１の出力は圧縮機６７に入力される。
＜給電停止制御＞
空気調和機１では、室内機２の電源プラグ５０を電源コンセントに差し込むことで室内機
２に対して電力の供給がなされ、室外機６の方にはこの室内機２を介することにより電力
の供給がなされる。一度設置された室内機の電源プラグ５０は通常抜かれることがないた
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め、室内機２は常時電力が供給されている状態にある。空気調和機１の運転停止時に省電
力を行う場合等には、室内機２から室外機６への電力の供給は停止される。以下、室内機
２と室外機６の給電停止制御について説明する。
【００５３】
［室内機］
給電停止制御を行う場合の室内機側制御部２０の動作を図７のフローチャートに示す。
ステップＳ１１では、所定の給電停止条件に到達したか否かを判別する。たとえば、空調
運転停止から一定時間が経過して待機電力削減モードに移行すると判断した場合には、所
定の給電停止条件に到達したと判断して、ステップＳ１２に移行する。例えば、室外機６
の圧縮機６７は一定の温度以上に保たなければならないが、外気温が高いためこのような
一定温度に保つ制御が必要ない場合も、給電の停止を行う。また、通常動作モードにおい
て、室外機側制御部６０から異常が発生した旨の情報を受信した場合に、給電停止が必要
であるか否かを判断し、給電停止が必要であると判断した場合にステップＳ１２に移行す
る。
【００５４】
ステップＳ１２では、室外機側制御部６０に対して給電停止を行う旨の信号を送信する。
ステップＳ１３では、室外機６の運転状態情報を取得する。ここでは、室外機側制御部６
０に対して室外ＲＡＭ６３内に保持している室外運転情報を送信するように要求信号を送
信し、送信されてくる室外運転情報を受信する。室外運転情報は、現在の室外機６の運転
状態に関する情報であり、たとえば、過去に発生した異常の回数や異常のレベル、学習内
容などの情報が想定される。
【００５５】
ステップＳ１４では、取得した室外機６の運転状態情報を記憶手段に格納する。ここでは
、室外ＲＡＭ６３の所定領域に室外運転情報を格納する。室内機側制御部２０には、不揮
発性メモリの室内ＥＥＰＲＯＭからなる室内記憶部２１を備えているため、この不揮発性
メモリに室外運転情報を格納するように構成できる。
【００５６】
ステップＳ１５では、室外機６への給電停止処理を行う。ここでは、メインリレー作動部
４１を介してメインリレー４０をオフ状態とし、室外機６への給電停止を行う。
ステップＳ１６では、給電停止中の室外機６に対して給電を復帰するための条件に到達し
たか否かを判別する。待機電力削減モードにおいてユーザからの指示またはタイマーの設
定により運転を再開する場合、室外機６の異常に対する復旧処理が完了した場合にはステ
ップＳ１７に移行する。
【００５７】
ステップＳ１７では、給電停止状態の室外機６に対する給電を再開する。ここでは、メイ
ンリレー作動部４１を介してメインリレー４０をオン状態とし、室外機６への給電復帰を
行う。
ステップＳ１８では、記憶手段に格納されている給電停止直前の室外運転情報を室外機６
に送信する。室外ＲＡＭ６３の所定の領域に格納されている給電停止直前の室外運転情報
を読み出して、室外機側制御部６０に送信する。なお、磁気ディスクやフラッシュメモリ
などの記録媒体に室外運転情報を格納させることも可能であり、この場合は、それぞれの
記録媒体から給電停止直前の室外運転情報を読み出して室外機側制御部６０に送信する。
【００５８】
ステップＳ１９では、通常運転を再開する。
［室外機］
給電停止制御および給電再開制御を行う場合の室外機側制御部６０の動作を図８および図
９のフローチャートに示す。
ステップＳ２１では、室内機２側からの給電停止を行う旨の信号を受信したか否かを判別
する。室内機側制御部２０から給電停止を行う旨の信号を受信した場合にはステップＳ２
２に移行する。
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【００５９】
ステップＳ２２では、室内機２側からの要求に応じて、運転状態情報を室内機２側に送信
する。ここでは、室外ＲＡＭ６３に保持している室外運転情報を室内機側制御部２０に送
信する。この後、室内機側制御部２０による給電停止処理により電力の供給が絶たれるの
で、室外機側制御部６０は動作を停止する。
室内機２側からの給電が再開されると、図９ステップＳ３１において、室外機側制御部６
０では各部の初期化を実行する。
【００６０】
ステップＳ３２では、室内機側制御部２０から送信される給電停止直前の室外運転情報を
受信する。
ステップＳ３３では、室内機側制御部２０から送信されてきた給電停止直前の室外運転情
報を室外ＲＡＭ６３に格納する。
ステップＳ３４では、通常運転を再開する。
【００６１】
以上のように構成した空気調和機１では、室外機６における異常が発生して室外機６への
給電を一旦停止するような場合に、給電停止直前の室外機側制御部６０で管理する運転状
態に関する情報を室内機側制御部２０の室内ＲＡＭ２３に待避させているため、給電復帰
した際に待避させた室外運転情報を用いて、給電停止直前の使用状態を再現することがで
きる。また、待機電力削減のために室外機６への給電を停止する場合にも、同様にして給
電停止直前の使用状態を再現することが可能となる。
【００６２】
なお、室外機側に関係する情報判断はできるだけ室外機６だけで完結させ、室内機側に関
係する情報判断はできるだけ室内機２だけで完結させるようにして、室外機６および室内
機２を別々に開発できるように構成できる。この場合、室内機と室外機のモデルチェンジ
を異なる時期に行うことが比較的容易になり、開発時期の自由度が増すという効果がある
。
【００６３】
＜室内記憶部の記憶作業＞
［積算運転時間の記憶作業］
室内機側制御部２０の制御用プログラムや各種定数を格納する室内ＲＯＭ２２が作動する
ことによって、室内機側制御部２０は、室内機の積算運転時間を計測し続けることができ
る。そして、室内機側制御部２０は、１時間毎などの定期的に室内記憶部２１に積算運転
時間を記憶させている。室内記憶部２１はＥＥＰＲＯＭ（Electrionically Erasable and
 Programmable Read only Memory）で構成されているため、電源プラグ５０が抜かれる等
により室内機への電力の供給が途切れることがあっても、室内記憶部２１は、記憶した内
容を保持しておくことができる。上述のように、室内記憶部２１では、積算運転時間を定
期的に記憶し続けているため、室内機２の電力の供給が途切れることがあっても、室内機
２に始めに電源が供給されてからの積算の運転時間の情報を確保し続けることができる。
【００６４】
具体的には、室内機側制御部２０による積算運転時間のカウント時に室内機への電力の供
給が途切れても、電力の供給が途切れる直前に室内機側制御部２０から送信されてきた最
新の積算運転時間の情報が室内ＲＡＭ２３に記憶されており、この情報が室内ＥＥＰＲＯ
Ｍに確保される。そして、室内機側制御部２０に対して再び電力の供給が開始されると、
室内機側制御部２０は、室内ＥＥＰＲＯＭに記憶されている積算運転時間の値からカウン
トを再開させることができる。これにより、室内機２への電力の供給が途切れることがあ
っても、室内機側制御部２０では、空気調和機１を設置してから運転している積算運転時
間を認識することができる。
【００６５】
なお、室内記憶部２１では、電力の供給が開始された時に、室内機側制御部２０から風量
設定や能力設定等の機種に固有の設定値の読み出し作業を行う。
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［初回異常発生時の記憶作業］
室内機側制御部２０は、図３に示すように室外機側制御部６０との間で情報の送受信を行
う。室内機側制御部２０は、異常発生時に室外機側制御部６０から異常発生の通知を受け
取る。この場合に、室内機側制御部２０は、発生した異常が室内機２への通電開始後初め
てのものであるか否か（以下単に、初回異常か否かという。）を判断し、室内機２へ通電
を開始した後初めての異常（以下単に、初回異常という。）である場合にのみ室内記憶部
２１に初回異常情報を記憶させる。この初回異常情報とは、発生した異常の識別コードと
、どの機器で異常が発生したのかという情報と、初回異常か否かの情報である。
【００６６】
なお、既に室外機６の異常が発生した後であっても、室内機２への電力の供給が一度途切
れた場合には、初回異常か否かの認識は初期化される。このため、室内機側制御部２０は
、初回異常は未だ発生していないと認識をする。そして、再び室内機２へ電力の供給が開
始されてから初めて異常が発生した時には、室内機側制御部２０は、その異常の情報を室
内機への通電開始後初めての異常であると判断して上記と同様、室内記憶部２１に記憶さ
せる。
【００６７】
＜室外記憶部の記憶作業＞
［異常発生時の記憶作業］
室外機側制御部６０は、図３に示すように室外機側制御部６０との間で情報の送受信を行
う。室外機６に電力の供給がなされている間、室内機側制御部２０は、室外機側制御部６
０へ１分毎の定期的な送信を行っている。この１分毎の定期的な送信により、室外機側制
御部６０は、積算運転時間の情報と初回異常が発生したか否かの情報とを受信している。
例えば、室内機２への通電開始後異常が未発生の場合には、室外機側制御部６０は、積算
運転時間は○○時間△分であるという情報と、初回異常は未だ発生していないという情報
（以下単に、初回異常未発生情報という。）とを受信する。
【００６８】
室外機側制御部６０は、室外機６に異常が発生した時に室内機側制御部２０へ異常発生の
通知を行う。そして、異常発生の通知を受けた室内機側制御部２０は、この直前の時点ま
で定期的な送信を行っていた異常未発生情報を、初回異常は既に発生したという情報（以
下単に、初回異常既発生情報という。）に切り換えて、次回の定期的な送信を行う際に積
算運転時間の情報とあわせて室外機側制御部６０へ送信する。
【００６９】
室外機側制御部６０は、室外機６に異常が発生していない段階では、特に室外記憶部６１
に情報を記憶させることは無い。そして、室外機６に異常が発生した場合においてのみ、
室外記憶部６１に異常情報を記憶させる。なお、室外機側制御部６０は、室内機側制御部
２０とは異なり、初回異常についての情報だけでなく２回目以降に発生した異常の情報に
ついても室外記憶部６１に記憶させて、異常発生の情報の履歴を蓄積していく。この異常
の情報とは、異常の種類別のコードに関する各種データと、室内機側制御部２０から送信
されてきた積算運転時間の情報と、初回異常であるか否かの情報とである。この異常発生
の種類別のコードに関する各種データには、異常発生時のネック温度や各部の温度等の後
の修理に必要な各部のパラメータについての情報等がある。
【００７０】
なお、室内機２から室外機６への電力の供給が途切れた場合であっても、室外記憶部６１
は室外ＥＥＰＲＯＭで構成されているため記憶した内容を保持しておくことができる。そ
して、この室外記憶部６１は、再び室内機２から室外機６へ電力の供給が再開され初める
と、再び異常情報を記憶していく。
また、室外記憶部６１は、室外機６への電力の供給が途切れた後、再び電力が供給された
時に室外機側制御部６０から風量設定や能力設定等の機種に固有の設定値の読み出しを行
う。
＜室内機側制御部と室外機側制御部の通電開始後初めての異常の認識作業＞
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室外機６で連続して異常が発生した場合の室内機側制御部２０と室外機側制御部６０と室
外記憶部６１とによる情報送受信図を図１０に示す。
【００７１】
図においては、上方から下方に向けて時間が経過していることを表している。室外機側制
御部６０のライン上のＡで示す時は、初回異常の発生時を示している。同様にＢで示す時
は、２回目の室外機の異常発生時を示している。同様にＣで示す時は、初回異常は既に発
生したという情報（初回異常既発生情報）を室外機側制御部６０が室内機側制御部２０か
ら受信した時を示す。
【００７２】
初回異常が未発生の状態では、室内機側制御部２０は、図の矢印２０ａ、２０ｂ、２０ｃ
で示すように、室内機へ通電を開始した後初めての異常は未だ発生していないという情報
（初回異常未発生情報）を１分毎に室外機側制御部６０に送信する。これにより、室外機
側制御部６０は室内機へ通電を開始した後未だに異常は発生していないと認識している。
【００７３】
初回異常が発生した時（Ａ）に、室外機側制御部６０は、矢印６０ｄで示すように室内機
側制御部２０へ異常発生の通知を行う。これにより、室内機側制御部２０は、初回異常が
発生したことを認識する。これと同時に室外機側制御部６０は、矢印６０ｅで示すように
異常発生時における各情報を室外記憶部６１に記憶させる。この場合には、室外記憶部６
１は、矢印２０ｃによって送信されてきた積算運転時間の情報と初回異常未発生情報と、
異常発生時における室外機の各部の運転情報とを記憶する。
【００７４】
異常発生の通知を受けた室内機側制御部２０は、初回異常未発生情報を初回異常既発生情
報に切り換えて積算運転時間とあわせて室外機側制御部６０に送信する（矢印２０ｇ）。
なお、室内機側制御部２０から初回異常既発生の情報を室外機側制御部６０が受信する時
（Ｃ）より前に、図のＢで示すような２回目の異常が発生してしまうことがある。この場
合は、室外機側制御部６０は室内機側制御部２０からの初回異常既発生情報を未だ受信し
ていないが、室外機側制御部６０は、矢印６０ｆで示すように、異常発生時における各情
報を室外記憶部６１に記憶させる。
【００７５】
このような１回目の異常が発生した以降は、通電中の室外機側制御部６０において室外機
に初回異常が発生したか否かを認識している。そして、室外機側制御部６０は、室内機側
制御部２０からの情報については積算運転時間のみ参照して記憶作業を行い、初回異常が
発生したか否かの情報については室外機側制御部６０において認識している初回異常既発
生情報を室外記憶部３１に記憶させるようにしている。すなわち、室外機側制御部６０は
、発生した異常の全てについて室内機側制御部２０から得られる情報を参照するのではな
く、初回異常についてのみ室内機側制御部２０から得られる情報を参照している。２回目
以降に発生した異常について、室内機側制御部２０からの異常既発生情報を受信する前に
記憶作業をしてしまうと、室外記憶部６１には、初回異常が既に発生したという情報が記
憶されなければならないところ、異常が発生していないという誤った情報が記憶されてい
くことになるからである。
【００７６】
このように室外機側制御部６０が、室外機６に初回異常が発生したか否かの情報を認識で
きるのは、室外機６に電力が供給されて室内機側制御部２０と室外機側制御部６０とが接
続されている間だけである。このため一度室外機６への電力の供給が途切れると、室外機
側制御部６０は、初回異常が発生したか否かの情報は認識できなくなる。ところが、室外
機６に再び電力の供給がなされた時に室内機側制御部２０から初回異常既発生情報もしく
は初回異常未発生情報が送信されてくるため、室外機側制御部６０は、再び初回異常が既
に発生したのか否かを認識できるようになる。
【００７７】
なお、室外機側制御部６０は、２回目以降の異常発生では初回異常既発生情報と異常発生
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時の室外機の各部の運転情報とを記憶し、積算運転時間については室内機側制御部２０か
ら受信している積算運転時間のうち最新の積算運転時間を記憶する。
初回異常発生時の異常発生の通知を室内機側制御部２０が受信した時から室内機への電力
供給が途切れるまで、矢印２０ｈで示すように、室内機側制御部２０が初回異常既発生情
報を室外機側制御部６０に送信していく。このため、その後室外機の通電が途切れること
があっても、室外機側制御部６０では初回異常が既に発生していることを認識することが
できる。
【００７８】
そして、室内機２への電力供給が途切れた後に室内機２へ電力の供給が再開されると、室
内機側制御部２０の認識していた初回異常が発生したか否かの情報は初期化され、室内機
側制御部２０は、再び初回異常未発生情報を室外機側制御部６０へと送信するようになる
。
室内機２への電力の供給が途切れることにより室外機６への電力も途切れるので、再び室
内機２へ電力が供給され始める段階では、室外機側制御部６０は、もはや初回異常が発生
したか否かの情報は認識していない。ここで、上述のように、初回異常未発生情報が再び
室外機側制御部６０へと送信され始めることで、室外機側制御部６０でも再び初回異常未
発生情報を認識することができる。
＜異常原因の特定作業＞
上述のように、室外記憶部６１に記憶されている情報は、室外機６に異常が発生した際に
、室外電装品ボックス８６の中の室外プリント基板８５を取り出して室外記憶部６１を回
収し、もしくは室外記憶部６１があるこの現場で直接情報を読み出すことにより、実際に
異常原因を特定するときに利用される。
【００７９】
［部品の寿命による異常発生の原因特定］
室外機６を構成する圧縮機６７やガス閉鎖弁７１等の各装置の部品にはそれぞれ異なった
寿命がある。このため、異常が発生する時期も各部品によって異なることになる。したが
って、室外記憶部６１に記憶された積算運転時間が比較的長い場合には、異常が発生した
原因となる部品は、寿命が長いものである可能性が高く、寿命が短いものである可能性は
低い。このため、室外記憶部６１に記憶された積算運転時間が室外機の何かの部品の寿命
に近い場合は、膨大な種類のあらゆる異常原因の中から積算運転時間に対応した寿命のも
のに限って異常原因を調べるだけでよいことになる。これにより、室外機６で発生した異
常の原因を容易に特定できる。
【００８０】
［初回異常の原因特定］
空気調和機１を設置した場合、一度室内機２の電源を落として故障部分を修理した場合、
停電等で一時的に電力の供給が途切れた場合等の後に初めて発生する異常については、初
回異常に関連のある異常原因があることが多い。例えば、空気調和機１の設置時の配線ミ
スや故障部分の修理が完全にはなされていなかった等の異常原因は、通電開始後初めての
異常原因として考えられる事項である。そして、これらの異常原因は通電開始後２回目や
３回目の異常原因としては起こりにくいものである。したがって、室外記憶部６１に記憶
された情報が初回異常である場合は、膨大な数のあらゆる異常原因の中から初回異常の異
常原因に対応したものに限って調べるだけでよいことになる。これにより、室外機６で発
生した異常の原因を容易に特定できる。
【００８１】
なお、室外機側制御部６０は、室内機２からの電力の供給がなされている時は、初回異常
が未発生か既発生かを認識しておくことができる。しかし、室内機２からの電力の供給が
途切れることがあるので、室外機６への電力供給再開後における室内機側制御部２０から
の定期的な情報送信がなされるまでは、室外機側制御部６０では初回異常が未発生か既発
生かは認識できない。このため、初回異常の異常原因を調べる場合には室内記憶部２１に
記憶されている情報を参照し、２回目以降の異常の原因を調べる場合には室外記憶部６１
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に記憶されている情報を参照する。
【００８２】
＜遠隔地からの情報の取得＞
また、遠隔地から空気調和機の情報を取得する流れを示すシステム概略図（
図１１）に示すように、室内機２の室内機側制御部２０には、異常履歴等の情報を読み出
し可能なホームオートメイション用の通信端子２５が接続されている。この通信端子２５
は、通信ターミナルアダプタ１９に接続されている。通信ターミナルアダプタ１９は、認
識装置１９ａを備えており、この認識装置１９ａは、サービスエンジニア等による空気調
和機へのアクセスを許可または禁止する認証手段を行う。このように、サービスエンジニ
ア等は、通信ターミナルアダプタ１９を介して空気調和機へのアクセスを行うが、この際
に通信ターミナルアダプタ１９の認識装置１９ａに許可されることで定められた者のみの
アクセスに縛り込むことができ、遠隔からでもサービスエンジニア等が空気調和機の情報
を得ることができるようになっている。通信ターミナルアダプタ１９は、空気調和機以外
にも、冷蔵庫２６ａやテレビ２６ｂなどの家電製品とも接続可能で、それぞれ遠隔監視セ
ンタ１７の遠隔管理装置１８に情報を送信することができる。なお、この認識装置１９ａ
による許可は、空気調和機についてのみの許可とすることもできる。また、サービスエン
ジニア等がサービスステーション１６に待機している場合に、パソコンや携帯電話を用い
て遠隔管理センタ１７と通信することにより遠隔管理センタ１７から空気調和機等の情報
を得ることもできるようになっている。これにより、異常部分の修理を行うサービスエン
ジニア等が現地に到着する前に、パソコンや携帯電話を用いて異常履歴の情報を確認する
ことができる。したがって、サービスエンジニア等は、あらかじめ修理を行う対象の部品
などについての準備を現地に行く前に十分に行うことができる。
【００８３】
なお、室内機側制御部２０に接続されている通信端子２５は、室内記憶部２１からの異常
の履歴を読み出しているが、この通信端子２５は室内機側制御部２０と室外機側制御部６
０との間の通信ライン４９を介して室外記憶部６１とも繋がっていることから、室外記憶
部６１に記憶されている異常の履歴をも読み出すことが可能である。
【００８４】
＜本実施形態に係る空気調和機の特徴＞
（１）
ここでは、電力供給が途切れることのある室外機６であっても、異常発生時の積算運転時
間を室外記憶部６１に記憶させることができる。これにより、室内機２へ通電を開始した
後にどれくらいの時間が経過して発生した異常なのかが分かるので、後にする異常原因の
特定作業において、発生した異常の原因を容易に特定することができるようになる。
【００８５】
また、装置を構成する部品の寿命は各部品に固有であるため、記憶された積算運転時間か
ら部品の寿命の可能性を検討することで、発生した異常の原因を容易に特定することがで
きるようになる。
（２）
本実施例は、電力供給が途切れることのある室外機６であっても異常情報を記憶して異常
原因の特定を行い易くしていることと、室外機６に高コストな機能を搭載させなくてよい
ということとの両方を同時に満たすという点で従来の空気調和機よりも優れている。
（３）
電力供給が途切れることのある室外機６であっても、室内機２へ通電を開始した後初めて
発生した異常か否かの情報を室外記憶部６１に記憶させることができるので、通電開始後
初めて発生する異常に関連のある異常原因について考慮でき、発生した異常の原因を容易
に特定することができるようになる。
＜変形例＞
（１）
上記の実施形態では、室外機６の異常発生時に室外機側制御部６０は室内機側制御部２０
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へ異常発生の通知を行っており、室内機側制御部２０はこの通知を受信した後に、その次
の回に行う定期的な送信によって室外機側制御部６０に各種情報を送信している。ところ
が、このように定期的な送信時を待って送信を行うのではなく、室外機６の異常発生の通
知を受けて直ちに室外機側制御部６０へ送信することもできる。これにより、室外機側制
御部６０は、異常が発生した時の積算運転時間をより正確に認識することができ、室外記
憶部６１は、より正確な積算運転時間を記憶することができる。
（２）
上述の実施形態では、室内記憶部２１が記憶する積算運転時間は室内機２へ最初に通電を
開始した時からカウントした運転時間の合計であるが、室内記憶部２１には、この情報を
記憶させることに加えて、室内機２への通電が途切れた後に再び通電が開始された時から
カウントした運転時間についても記憶させることもできる。
【００８６】
従来の空気調和機の記憶装置では、異常が発生した部分を発見できても、その部分が他の
複数の部分と連携した動作を行っている場合やその部分を構成する部品間で連携した動作
を行う部品群を有している場合には異常が発生した原因となるこのような動作や部品まで
を特定するのは困難である。
ここで、各装置の部品が行う動作に要する時間は各動作に固有のものである。このため、
異常が発生する時期も各部品の動作に要する時間によって異なることになる。例えば、室
外記憶部６１に記憶された積算運転時間が長い場合には、異常が発生したのは、動作に要
する時間が短い性質の部品の可能性よりも動作に要する時間が長い性質の部品の方が可能
性が高いことになる。
【００８７】
このため、膨大な種類のあらゆる異常原因の中から積算運転時間に対応した時間を要する
動作を行う部品に限って異常原因を調べるだけでよいことになる。これにより、室外機６
で発生した異常の原因を容易に特定することができるようになる。
なお、通常は、部品の動作等に要する時間よりも部品の寿命に要する時間の方が長いため
、異常発生時の積算運転時間がかなり長い場合には、何かの部品の動作途中の異常が原因
というよりはむしろ部品の寿命という異常原因の可能性が高くなる。
【００８８】
このように、本変形例では室内機２への通電が途切れた後再び通電が開始された時からカ
ウントした運転時間を記憶しているため、各装置の部品が行う動作に要する時間等を考慮
することで、異常原因の特定がより容易になる。
（３）
上記の実施形態では、室内機側制御部２０は、積算運転時間の情報および室内機２へ通電
を開始した後に初回異常が発生したか否かの情報を室外機側制御部６０に１分毎に送信し
ているが、この間隔を狭めて３０秒毎や１０秒毎や１秒毎に送信してもよく、この間隔を
広げて３０分毎や１時間毎に送信してもよい。
（４）
上記の実施形態では、室内機側制御部２０および室外機側制御部６０は、不揮発性メモリ
の室内ＥＥＰＲＯＭからなる室内記憶部２１および室外記憶部６１を備えているため、こ
の不揮発性メモリに異常発生時の各情報を格納するように構成できるが、磁気ディスクや
フラッシュメモリのドライブを備えることにより、これらの記録媒体に異常発生時の各情
報を格納するように構成することも可能である。
（５）
上記の実施形態では、室内機側制御部２０が、室外機側制御部６０に対して室内機への通
電開始後初めての異常か否かについての情報を知らせている。さらに、室外機側制御部６
０は、独自に室内機への通電開始後初めての異常が既に発生しているという情報を認識し
ている。しかし、室外機側制御部６０は、独自に室外側記憶部６０に室内機への通電開始
後初めての異常が既に発生しているという情報を記憶させることもできる。この場合には
、室外機側制御部６０は、室外記憶部６１に異常の情報を記憶させる際に、この室外機側
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制御部６０に認識されている室内機への通電開始後初めての異常が既に発生しているとい
う情報に基づいて行うことができる。したがって、室内機側制御部２０と室外機側制御部
６０とが連携して異常履歴を記憶している場合において、室内機側制御部２０と室外機側
制御部６０との間の伝送の遅れにより室内機２への通電開始後初めての異常は未だ生じて
いないという誤った情報を記憶させてしまうことを抑えることができる。
【００８９】
＜他の実施形態＞
上記の実施形態では、室外機側制御部６０は、異常発生時の室外機６の各部の運転情報と
積算運転時間の情報と初回異常か否かの情報とを室外記憶部６１に記憶させているが、こ
れらの情報を、室内記憶部２１において室内機側制御部２０が記憶させることもできる（
図１２参照）。
【００９０】
室外機２で異常が発生した時に室外機側制御部６０が室内機側制御部２０へ異常発生の通
知を行うが、この通知を受けた時に室内機側制御部２０で計測している積算運転時間を室
内記憶部２１に記憶させることで、異常発生時の積算運転時間を確保することができる。
また初回異常か否かの情報は、上記の実施形態と同様に室内機側制御部２０が認識できる
ので、それぞれの異常発生の通知を受けた時に室内記憶部２１に記憶させていくことがで
きる。
【００９１】
なお、異常発生時の室外機６の各部の運転情報は、室外機側制御部６０が認識している情
報である。従って、図１２に矢印で示すように、室外機側制御部６０が、通信ライン４９
を介して、異常発生の通知と共にあるいはその後に室内機側制御部２０に異常発生時の室
外機６の各部の運転情報を送信することで、室内機側制御部２０がこれらの運転情報を認
識することができる。これにより、異常発生時の室外機６の各部の運転情報を、室内機側
制御部２０が、室内記憶部２１に記憶させることができる。
【００９２】
また、図１２に示すように、室内機２の室内機側制御部２０には、異常履歴等の情報を読
み出し可能なホームオートメイション用の通信端子２５が接続されている。この通信端子
２５は、通信ターミナルアダプタ１９に接続されている。通信ターミナルアダプタ１９は
、認識装置１９ａを備えており、この認識装置１９ａは、サービスエンジニア等による空
気調和機へのアクセスを許可または禁止する認証手段を行う。このように、サービスエン
ジニア等による空気調和機へのアクセスは、通信ターミナルアダプタ１９の認識装置１９
ａに許可されることで、定められた者のみのアクセスに縛り込むことができ、遠隔からで
もサービスエンジニア等が空気調和機の情報を得ることができるようになっている。通信
ターミナルアダプタ１９は、空気調和機の他にも、冷蔵庫２６ａやテレビ２６ｂなどの家
電製品とも接続可能で、それぞれ遠隔監視センタ１７の遠隔管理装置１８に情報を送信す
ることができる。なお、サービスステーション１６に待機しているサービスエンジニア等
が、パソコンや携帯電話を用いて遠隔管理センタ１７と通信することにより遠隔管理セン
タ１７から空気調和機等の情報を得ることもできるようになっている。
【００９３】
なお、他の構成については上記実施形態と同様である。
＜他の実施形態に係る空気調和機の特徴＞
（１）
ここでは、室内記憶部２１において異常情報を記憶させることにより、室外機に高コスト
なＥＥＰＲＯＭ等を搭載させることなく、安価に空気調和機を提供でき、且つ、異常原因
の特定を行い易くすることもできるという点で従来の空気調和機よりも優れている。
（２）
ここでは、室内記憶部２１に積算運転時間を記憶させることができ、室内機２への通電開
始後どれくらいの時間が経過して発生した異常なのかが分かるので、後にする異常原因の
特定作業において、発生した異常の原因を容易に特定することができるようになる。
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（３）
ここでは、初回異常か否かの情報を室内記憶部２１に記憶させておくことができるので、
初回異常に関連のある原因を考慮することにより、後にする異常原因の特定作業において
、発生した異常の原因を容易に特定することができるようになる。
（４）
ここでは、異常発生から記憶作業をするまでに必要な時間が、異常発生時における室外機
側制御部６０から室内機側制御部２０への異常発生の通知をするのにに要する時間のみで
ある。これにより、異常が発生してから室内機側制御部２０がその異常を認識するまでに
要する時間が短縮化されるため、室内機側制御部２０は、異常発生時における積算運転時
間をより正確に取得することができる。
（５）
ここでは、通信ターミナルアダプタ１９の認識装置１９ａによってサービスエンジニア等
による空気調和機へのアクセスが許可されることで、サービスエンジニア等が、遠隔から
でも空気調和機の情報を得ることができるようになっている。なお、サービスステーショ
ン１６に待機しているサービスエンジニア等が、パソコンや携帯電話を用いて遠隔管理セ
ンタ１７と通信することにより遠隔管理センタ１７から空気調和機等の情報を得ることも
できるようになっている。このため、異常部分の修理を行うサービスエンジニア等が現地
に到着する前に、パソコンや携帯電話を用いて異常履歴の情報をあらかじめ確認すること
ができる。これにより、室内にある室内記憶部２１を直接操作する必要がなく、サービス
エンジニア等は、室内に入ることなく部屋の外に設置されている室外機の異常部分の修理
を直接行うことができる。
【００９４】
【発明の効果】
請求項１に係る空気調和機では、室外機側制御部は、室外機において異常が発生した時に
積算運転時間を室外記憶部に記憶させているので、発生した異常が、どれだけの積算運転
時間が経過して発生したものなのかが分かる。したがって、後にする異常原因の特定作業
において積算運転時間に関連のある異常原因を考慮できるため発生した異常の原因を容易
に特定することができるようになる。また、室内機側制御部は、室内機への通電開始から
の積算運転時間を室内記憶部に記憶して室外機側制御部へと送っている。したがって、室
外機側制御部では、電力の供給が途切れた場合であっても、時間の経過を記憶できるバッ
テリーバックアップ機能付きの記憶装置等のような高価な装置を設けることなく積算運転
時間の把握ができる。このため、室外機を安価にすることができる。以上により、室外機
で発生した異常の原因を特定することが容易にでき且つ安価な空気調和機を実現すること
ができる。
【００９５】
請求項２に係る空気調和機では、室内記憶部は、不揮発性である。このため、室内機への
電力の供給が途切れたとしても、電力の供給が途切れた時までの積算運転時間を記憶して
おき、電力の供給が再開された場合には記憶している積算運転時間からカウントを再開さ
せることができるようになる。
請求項３に係る空気調和機では、室外機で異常が発生した時に異常発生の通知を室内機側
制御部が室外機側制御部から受け取るので、室内機側制御部においては、室外機で異常が
発生する毎に異常発生時を認識できるようになる。このため、室外機で異常が発生した際
の異常発生の通知を室内機側制御部において受け取ることで、発生した異常が室内機に電
力が供給されはじめてから初回に起こった異常であるか否かを室内機側制御部において認
識することができるようになる。
【００９６】
請求項４に係る空気調和機では、発生した異常が室内機への通電開始後初めてのものか否
かについての情報は室内機側制御部だけが認識している。したがって、この情報を室外機
側制御部へと送ることにより、室外機側制御部においても、発生した異常が室内機への通
電開始後初めてのものか否かを認識することができるようになる。



(20) JP 4288928 B2 2009.7.1

10

20

30

40

50

【００９７】
請求項５に係る空気調和機では、室内機側制御部と室外機側制御部とが連携して異常履歴
を記憶している場合において時間間隔の短い連続した異常が発生した場合であっても、室
内機側制御部と室外機側制御部との間の伝送の遅れにより室内機への通電開始後初めての
異常は未だ生じていないという誤った情報を記憶させてしまうことを抑えることができる
。
【００９８】
請求項６に係る空気調和機では、室外機側制御部は、室外記憶部に異常の情報を記憶させ
る際に、この室外機に記憶された室内機への通電開始後初めての異常が既に発生している
という情報に基づいて行うことができる。したがって、室内機側制御部と室外機側制御部
とが連携して異常履歴を記憶している場合において、室内機側制御部と室外機側制御部と
の間の伝送の遅れにより室内機への通電開始後初めての異常は未だ生じていないという誤
った情報を記憶させてしまうことを抑えることができる。
【００９９】
請求項７に係る空気調和機では、室外機側制御部は、室外機で発生した異常が室内機への
通電開始後初めてのものか否かについての情報を、室外記憶部に記憶させている。したが
って、後にする異常原因の特定作業において、考えられる多様な異常原因の中から、室内
機への通電開始後初めて発生する異常に関連のある異常原因に絞り込むことができる。し
たがって、異常原因の特定をさらに容易に行うことができるようになる。
【０１００】
請求項８に係る空気調和機では、室外記憶部に室外機の異常発生時における運転情報を記
憶させておくことで、異常発生時の室外機各部の値と標準運転時の室外機各部の値とを比
較する等して異常発生部分を見つけだし易くなる。このため、後にする異常原因の特定を
さらに容易に行うことができるようになる。
請求項９に係る空気調和機では、室内機側制御部は、室外機で異常が発生した時に室外機
側制御部から通知される異常発生の通知を受け取り、受け取り時に積算運転時間を室内記
憶部に記憶させているので、発生した異常が、どれだけの積算運転時間が経過して発生し
たものなのかが分かる。したがって、後にする異常原因の特定作業において積算運転時間
に関連のある異常原因を考慮でき、発生した異常の原因を容易に特定することができるよ
うになる。また、室内機側制御部では、室内機への通電開始からの積算運転時間とを室内
記憶部に記憶し、室外機で異常が発生した時に室外機側制御部から通知される異常発生の
通知を受け取り、受け取り時に積算運転時間を室内記憶部に記憶させている。したがって
、電力の供給が途切れることがある室外機の室外機側制御部においてでも、時間の経過を
記憶できるバッテリーバックアップ機能付きの記憶装置等のような高価な装置を設ける必
要や、積算運転時間を室内機側制御部から受け取り記憶をするための記憶装置等の容量を
確保する必要をなくすることができる。このため、室外機を安価にすることができる。以
上により、室外機で発生した異常の原因を特定することが容易にでき且つより安価な空気
調和機を実現することができる。
【０１０１】
請求項１０に係る空気調和機では、室内記憶部は、不揮発性である。このため、室内機へ
の電力の供給が途切れたとしても電力の供給が途切れた時までの積算運転時間を記憶して
おき、電力の供給が再開された場合には記憶している積算運転時間からカウントを再開さ
せることができるようになる。
請求項１１に係る空気調和機では、室内機側制御部は、室外機で発生した異常が室内機へ
の通電開始後初めてのものか否かについての情報を、室内記憶部に記憶させている。した
がって、後にする異常原因の特定作業において、考えられる多様な異常原因の中から室内
機への通電開始後初めて発生する異常に関連のある異常原因に絞り込むことができる。し
たがって、異常原因の特定をさらに容易に行うことができるようになる。
【０１０２】
請求項１２に係る空気調和機では、室内記憶部に室外機の異常発生時における運転情報を
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記憶させておくことで、異常発生時の室外機各部の値と標準運転時の室外機各部の値とを
比較する等して異常発生部分を見つけだし易くなる。このため、後にする異常原因の特定
をさらに容易に行うことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】空気調和機の外観構成を示す斜視図。
【図２】冷媒回路の一例を示す説明図。
【図３】室内機側制御部と室外機側制御部とのシステム概略図。
【図４】室内機側制御部の構成を示すブロック図。
【図５】室外機側制御部の構成を示すブロック図。
【図６】室内機および室外機の電気配線の概略図。
【図７】給電停止制御を行う場合の室内機側制御部の動作のフローチャート図。
【図８】給電停止制御を行う場合の室外機側制御部の動作のフローチャート図。
【図９】給電再開制御を行う場合の室外機側制御部の動作のフローチャート図。
【図１０】室外機で連続して異常が発生した場合の情報送受信図。
【図１１】遠隔地から空気調和機の情報を取得する流れを示すシステム概略図。
【図１２】他の実施形態に係る遠隔地から空気調和機の情報を取得する流れを示すシステ
ム概略図。
【符号の説明】
２　　室内機
６　　室外機
２０　　室内機側制御部
２１　　室内記憶部
６０　　室外機側制御部
６１　　室外記憶部

【図１】 【図２】
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